
議 事 録

会 議 名 令和５年第４回守山警察署協議会

令和５年12月４日（月）
午後３時30分から午後５時10分までの間

日 時 ・ 場 所

守山警察署 講堂

１ 委員
長岡 重明 会長 菅沼 正壽 副会長
加賀美亜矢子 委員 横井 優 委員
坂 英雄 委員 河本 隆一 委員
前川 千春 委員 正治 美知子 委員
岡田 和也 委員 長谷川 裕子 委員

以上10名（定数12名）

出 席 者 ２ 警察署員
杉本 署長 迫村 副署長
池田 警務課長 谷口 会計課長
廣 生活安全課長 伊藤 地域課長
服部 交通課長 濱田 幹部交番所長

以上 ８名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 交番・パトカーに望む地域警察活動

１ 困り事への対応など、住民に寄り添う活動の推進

答申等の概要 ２ 犯罪・交通事故抑止に向けた見せる活動の推進

そ の 他 次回開催予定は令和６年３月上旬頃とする。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 会長挨拶

２ 署長挨拶

３ 各種報告

(1) 管内の犯罪発生状況(令和５年11月末日現在)

(2) 管内の交通事故発生状況(同上)

４ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況

(1) 諮問事項

非行防止対策について

(2) 答申事項

ア 学校ＰＴＡと連携した啓発活動の推進

イ 街頭における少年に対する積極的な声掛け

(3) 答申に対する取組結果等

ア 答申アについて

(ｱ) 各種警察活動を通じた非行防止啓発活動の実施

防犯少年団コノハキッズとの防犯活動時における啓発活動を実施し、

高学年の児童らが地域ボランティアとの活動や警察官等と共に活動す

ることで非行防止に繋げた。

(ｲ) 薬物乱用教室の実施

管内の小学校、中学校において、薬物乱用防止教室を実施し、薬物

が与える人体への影響等を説明し、薬物の危険性を強く訴える教養を

実施した。

(ｳ) 地域の祭事における非行防止啓発活動の実施
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

管内で開催された秋祭りやスポーツイベント等に参加し、様々な形

で非行防止に関する啓発活動を実施した。その中で、ＩＣＴ（インフォメーション

アンド コミュニケーションテクノロジー）活用として、タブレット

端末を使用した非行防止教養を実施した。

イ 答申イについて

(ｱ) 通学時間帯における見守り活動を学校、保護者、地元防犯ボランティア

と連携して実施し、積極的な声掛けを行った。

(ｲ) 週末における少年い集場所に対する警戒活動を強化し、少年補導活

動を実施した。

５ 諮問

(1) 諮問

交番・パトカーに望む地域警察活動

(2) 諮問事項の設定理由

地域警察は、「掌握した地域実態と住民の意見・要望に応じた地域警察

活動」、「常時警戒体制を保持してすべての警察事象に即応する地域警察

活動を行い、市民の日常生活の安全と平穏を確保すること」を任務として

いる。その任務を達成するためには、住民の方々の御意見・御要望をお聞

きすることが必須であることから、地域警察の活動単位である「交番」と

「パトカー」に住民の方が求める地域警察活動は何かということを諮問事

項として選定した。

６ 諮問事項に対する意見

委員 ・ ささいな相談や困りごとでも、地域住民にとっては交番を訪問す
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

ることは、相応の覚悟が必要である。相談内容が担当業務でなくて

も親身に接して案内してくれるととても心強く感じる。

・ 地域住民は、警察官が思っている以上に居住地域の治安について

興味を持っている。地域警察官からの広報活動を増やし、警察官と

地域住民が気軽に話ができるような情報交換の場が増えると、より

身近に感じることができるとともに、タイムリーな情報を入手する

ことができる。

委員 ・ パトカーや制服警察官の姿を街頭で見せることが、安心感に繋が

っている。特に、警察署のない市町村については、近くに警察署が

ないという不安を解消するため、よりパトカーや制服警察官の姿を

見せて警戒してほしい。

委員 ・ 業務で交番を訪問することがあるが、警察官が不在で、相談員の

みということが多く、相談員も不在の時もある。ささいな相談など

で、警察署に行くのは地域住民にとっては、やや敷居が高く、気軽

に立ち寄れる交番の存在意義は大きい。

委員 ・ 巡回連絡は、共働きの家庭が多く、訪問してきても不在で会えな

いことが多い。また、警察官の訪問状況がカメラ画像に残っていて

も、「何の用件で訪問したのか」「本物の警察官なんだろうか」な

ど、訪問したことが、不安になる原因になってしまっている。不在

時の対応について、検討する必要があるのではないか。

委員 ・ 以前よりも街頭で制服警察官やパトカーを見る機会が増えたと感

じていて、それによって、犯罪の抑止等に一定の効果が出ていると
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

思う。

委員 ・ 今年になって、巡回連絡を受けたが、警察官を騙った詐欺なども

あり、制服を着ていても疑ってしまった。警察官と話をする数少な

い機会で警察官をより身近に感じられる活動と思うので、巡回連絡

についての広報をする必要性を感じる。

委員 ・ 制服警察官の姿やパトカーを街頭で見せる警戒活動に加え、犯罪

や事故の発生状況などを地域警察官から話を聞く機会など情報発信

を増やしてほしい。

委員 ・ パトカーが警戒している場所、交通取締りをしている場所が偏っ

ているように感じる。犯罪や事故の発生防止に直結するような警戒

や取締りを検討してほしい。

委員 ・ パトカーが赤色灯を点灯して、走行しているだけで、違反や事故

の抑止になり、地域住民の安心感につながっている。赤色灯を見て

「注意しよう」とドライバーが意識するだけでも効果が高い。

委員 ・ 巡回連絡という警察活動を知らなかった。不在の家も多く大変だ

と思うが、不在時の訪問については、他の委員からも意見があった

ように、不安の原因にならないように、訪問理由などの手紙を入れ

るなど検討してほしい。

委員 ・ 制服警察官が街頭で職務質問などをしている姿は、非常に心強く

感じる。積極的な声掛け活動を期待する。

・ 巡回連絡の不在時の対応については、訪問前に連絡をすることは

できないか。
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 事件や事故などがあった場合、パトカーはサイレンを鳴らして現

場に向かっているが、付近の住民は何が起きているか分からず、と

ても不安である。終了して現場を離れるときなど、可能な範囲で何

があったのか広報してもらいたい。

・ パトカーの警戒活動は、年間通じて、24時間赤色灯を点灯をして、

機動広報しながら警戒した方が、効果が高いのではないか。

７ 答申

(1) 困り事への対応など、住民に寄り添う活動の推進

(2) 犯罪・交通事故抑止に向けた見せる活動の推進

８ 離職者挨拶

９ その他

次回開催予定は、令和６年３月上旬頃とする。


